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強力台風、列島中に被害

「最強」レベルの台風10号が、８月

28日、九州に上陸し、低速で東進、列

島中に大きな被害が出ている。各地で

線状降水帯が発生し、記録的大雨で河

川の氾濫や土砂災害、暴風に警戒が続

く。30日16時現在、４人死亡、104人

負傷、２人が行方不明（ＮＨＫ集計）。

新婦人は会員・読者への連絡、被害状

況の把握、確認を続けている。

能登半島地震から８カ月、９月１日

の防災の日にあたり、新婦人は政府あ

てに災害対策の抜本強化を求め要請。

敦賀２号機、初の不合格

日本原子力発電（原電）敦
つる

賀
が

原発２

号機（福井県）が、東京電力福島第１

原発事故後の新基準に基づき、初めて

「不適合」とされた。８月28日、原子

力規制委員会が、原子炉建屋直下に活

断層が通る可能性があるとの理由で基

準不適合とした審査書案を了承。これ

で再稼働は不可能になった。

パラリンピック開幕

第17回夏季パラリンピック・パリ大

会が29日、開幕した（９月８日まで）。

史上最高の167カ国・地域、８人の難

民選手など約4400人が参加。女性比率

は45％で最高となった。

「移住婚」女性に補助金⁉

政府は、東京23区から結婚のために

地方に移住する女性に、最大60万円を

支給する制度の新設を検討していた。

岸田政権の「デジタル田園都市国家構

想」の一環で、東京一極集中の緩和が

目的とされ、地方への婚活イベント交

通費支給も。「なぜ女性だけ？」「女性

が流出する理由を知っているのか」

「ズレてる、地方に仕事があるのか」

「結局『産む機械』、国がセクハラ」な

ど批判の声が噴出し、再検討に。

最低賃金アップ切実

最低賃金（時給）について８月29

日、全都道府県の地方最低賃金審議会

答申が出揃った。全国平均は昨年度比

51円増で、1055円に。国の引き上げ目

安50円を過半数の27県が上積みし、徳

島は異例の34円上積み。物価高のな

か、1500円以上、地域格差解消の全国一

律制度を求める声に背を向ける国への

批判があらわれた。10月から順次実施。
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調査に寄せられた声から

・まさか我が家の利用店も例外ではなく、

パックのご飯と餅を買った。

・首都圏にいる娘から「どこにもないので

送って」と言われ、スーパーに行ったが

ほとんどない。

・田舎町の農協スーパーにもお米がなく、

入荷予定なしを目の当たりにし、びっく

りした。

・産直をうたうスーパーでも売られていな

い。

・生協の共同購入のカタログに米があって

も、「供給できない」との知らせが。

・米穀店では、「大本が入手困難のため、

病院や施設を優先に届けているが、疲弊

している」との話が。

・朝はパン、夜は麺でしのいでいる。新学

期で子どもの弁当が始まるので困る。

・行くたびに値上がりしている。食べ盛り

の子がいるので家計が大変。

・パンや他のものも値上がりしていて、生

活苦に直結。

・田んぼがどんどん減っていて、いつかこ

んな事態になると思っていたが、こんな

に早いとは。

・食糧危機がもうやってきたと思った。

・災害時も考えて国産米を守る政策が必

要。

・米農家の後継者不足を真剣に考えない

と。

・新婦人の産直運動の大切さ、学習の大切

さを感じた。
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食料支援拡充への要請実る

政府は８月27日、子ども食堂やフードバンクへの政府備

蓄米の無償交付について、現在10カ所の申請窓口を９月初

めから全都道府県に広げ、４半期ごとの申請を通年で可能

とすることを決めた。米不足と値上げが広がるもと、８月

７日、農民連と新婦人が農水省に「食料支援を求める緊急

要請」をおこない、重要な要求の実現につながった。
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